配布する USB メモリについての確認事項
・配布するUSBメモリは、新品を使っています。

・うまく起動しない場合には、別のＵＳＢメモリと交換します（申し出てください）
・返却の必要はありません

・USB メモリは紛失しやすいので，個人情報，未発表の実験データなど，他の人にみられると困るデータを格納することは避けてください．

・USBメモリは破損しやすいので，貴重なデータを格納するときは，必ずバックアップをとってください．
　　* 授業では「貴重なデータ」はありません．
　　* 破損しましたら交換に応じます（遠慮なく申し出てください）
配布するUSBメモリの使用法の要点
■USBメモリには OS がインストールされています

　　* OS: Lubuntu バージョン 12.04

    * Windows 上で動作する仮想マシンソフトウエア: Virtual Box

　※ Mac を使いたい人には、このUSBメモリが使えないので、ISOイメージファイルが格納されたDVDを回覧します。

■　USBメモリの OS にはパスワードが設定されています

  バスワード: uest1204!

  スクリーンセーバの解除、OS の設定変更などでパスワードが必要になります

＜設定内容＞

・使用する言語は、日本語に設定しています

　　・ログイン時の画面で、英語、日本語、中国語を選べることができます。

・キーボードは日本語キーボードに設定しています．

　　・右クリックメニューで、「Language, Kana Kanji and Keyboard Settings」→「lxkeymap 

      (keyboard configuration)」で設定できます。

　　・左下のメニュー（オレンジ色のボタン）で、「設定」→「lxkeymap」でも設定できます。

・日本語変換については，キーボードの「半角／全角」キー（日本語キーボード），「CTRL」と「スペースキー」の同時押しで変換モードに移るように設定しています

　　・これも変更は簡単です．左下のメニュー（オレンジ色のボタン）で、「設定」→
　　　「キーボードのインプット・メソッド」で設定できます。

・モニタの解像度の設定が必要になったときは，左下のメニュー（オレンジ色のボタン）で、「ハードウエア」→「モニタ」でせっていできます．
・パスワードの変更は，passwd コマンドを使うのがおすすめです（簡単で確実なので）．

使用法については個別にお尋ねください

■　仮想マシンの起動（「データベース特論」で配布するＵＳＢメモリ）
· Windows のパソコンが必要

· 起動しない場合には、別のUSBメモリと交換します。それでも起動しない場合には、別の方法を教えます

· Mac の場合には、ここでの方法が使えません。各自で仮想マシンソフトウエア（VMware や VirtualBox など）をインストールし、データベース特論用の ISO イメージファイルを回覧します（希望者に回覧）








1. ＵＳＢメモリを挿入

2. VirtualBox ディレクトリを開く
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3, Virtualize_This_Key.exe を起動し、数十秒待つ
※（起動しない場合には、別のUSBメモリと交換します。それでも起動しない場合には、個別に、別の方法を教えます）
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4. 「起動」ボタンを押す
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5. 必ず「live」を選ぶ。数十秒待つ

[image: image4.png]Gustom Live CD.

xforcevesa = boptliive in sate graphics mode
install — stavt the installer directly
memtest — Run memtest,

Hidl = boot the first hard disk

AULOmALACADEELNN ) SECcond s





6. 起動できた
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■　ログイン
1. ubuntuuser を選び「ログイン」をクリック。数十秒まつ
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2. ログインできた
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■　シャットダウン

1. 左下のメニューで「ログアウト」を選ぶ
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2. 「シャットダウン」を選ぶ
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■　仮想マシンソフトウエアの終了

※　仮想マシンソフトウエアの終了の前には「シャットダウン」操作を行うこと

1. 電源オフになっていることを確認し、「×」をクリック
（シャットダウン操作により、仮想マシンは電源オフになる）
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· 仮想マシンの使用中に、他のWindowsソフトを使いたい場合
キーボード操作は、すべて仮想マシンソフトウエアにより捕捉されている（これをグラブという）

グラブを解除するには、右側のコントロールキーを押す。

· 使用する言語の選択

ログイン画面で、使用する言語を選ぶことができる
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· キーボードの設定変更

[image: image13.png][FESZEY

BA712

B 571992

& r—n

@412

Bl Yoo kee s

®7ns53vy

2= —YN-7oER

Esn

Bzof

[~ PZEIN
SATLY=

@ n—Fkox7

Ubuntu/ 7h9x7 &2 8—
E

C Os7oh
PR

YYYYYTYYYYYYYYY

© Anthy #EEE
[ Bluetooth

2 1cedTea web Control Panel
% Lxkeymap

&4 Main Menu

£d onboard DEE

2] OpenJDK Java 7 Policy Tool

7 Openbox Configuration Manager
H SAMATIAYY FDERE

B ¥—F—K- A2 TybxUvk

B 25Y—vt—ri—

8 720by T eyvavosE

o
=)

& s27—Feh
@ 7o—k#v2k 7HIE
O 7o—kFrRhaRE
W v o7 kTN ERELES
B BEo7TYr—vay
[Pyl
= EREE

AAX
B A

K
s





· かな漢字変換モードの確認

・変換しない（直接入力）のとき

[image: image14.png]



・かな漢字変換モードのとき
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画面全般の説明
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· 右クリックによるメニュー

画面中の何もないところを右クリック
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· ホームディレクトリ
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· ルートディレクトリ

[image: image19.png][+ EEEPI=r
T7AMF) WEE) BEG) TyII—9(B) FR(V) Y—I(T) ~LT(H

® « > v 4 [@computer///

buntusser [ ¥ 13/E2=5 x|

AT

[ ubuntuuser . % @

B 2oy 7 CO/OVD K5 TP ALYRT
- s A7 L
FES

Br7r—vav

[ Documents.

[ Downloads

Y BOTATA





· Sqlietman (データベース特論で使うソフトの１つ)
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· エディタ leafpad の起動
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· 端末 LXterminalの起動　コマンドを使いたいときに使用
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· ファイル名での検索ソフト catfish  ファイルがどこにあるか分からなくなったとき
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＜免責事項＞

・ライブUSBメモリには，OS（オペレーティングシステム）がインストールされています．ある特定の動作を行うと，内蔵ハードディスクの全データが消去されるなど，パソコンに重大な変更を行うことができます．
＜重大な変更を行う操作の例＞
・起動時に表示されるメニューで「Install」を選ぶと、 何回かの 確認表示の後、 オペレーティングシステムのインストールが始まります
・Gparted パーティション編集ツール　（ディスクのパーティション操作）

・「RELEASE のインストール」操作　
　　（オペレーティングシステムのインストール）

・shred コマンド　（ディスク内のデータ消去ツール）

・「ディスク・ユーティリティ」操作　（ディスクのフォーマットなど）

・「場所」→「操作」で表示される内蔵ディスク
　　　内蔵ディスクのファイルを簡単に操作できます

・特に，起動時に表示されるメニューで「live」以外を選ぶと，確認なく，内蔵ハードディスクの全データが消去されることがあります．起動時には live を選んでください．

以上承知しました
氏名　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
使用上の注意

◆ USBメモリから起動するように BIOS メニューで各自設定して下さい．

◆ 起動に関する注意点

・ライブ起動：最初の起動画面で「Live」を選んだ場合
　USB メモリ（あるいは DVD）から、オペレーティングシステムが起動します。

　※パーシステント機能： USB メモリを使ってライブ起動した場合，ファイルの更新結

　　果は USB メモリに残ります。

・インストール：最初の起動画面で「Install」を選んだ場合
　USB メモリ（あるいは DVD）からの、オペレーティングシステムのインストールが始

　まります。

◆ パスワードについて

パスワードが設定されています

＜設定内容＞

・インターネット接続は DHCP で行うように設定しています（必要なら，各自で設定を変更してください）

・簡易なファイヤウオール設定（「sudo ufw default DENY incoming」によって、 incoming パケットを抑止するような設定）を行っています。サーバとしてリモートからの通信を許可したい場合には、そのための設定を行ってください。 操作手順の例は次の通りです。

　　◇ 22/tcp, 80/tcp を開放したい場合 

　　　　(セキュリティが低下するので、別途、適切な処置を行ってください)

　　sudo ufw allow 22/tcp 

　　sudo ufw allow 80/tcp 

・キーボードは日本語キーボードに設定しています． 「システム」→「設定」→「キーボード」で設定してください。

・日本語変換については，キーボードの「半角／全角」キー（日本語キーボード），「CTRL」と「\」の同時押し， 「`」キーで変換モードに移るように設定しています

　　これも変更は簡単です． 「システム」→「設定」→「キーボードのインプット・メ

　　ソッド」で設定してください。

・モニタの解像度の設定が必要になったときは，「システム」→「設定」→「モニタ」と操作してください．

・パスワードは「uest1104!」に設定しています．自前で変更してください. 変更は，passwd コマンドを使うのがおすすめです（簡単で確実なので）．

・授業では，ユーザ名「windowslike」でログインすることを推奨しておきます．

この授業で貸し出すライブUSBメモリについてのお願い．

主にデータベース管理者権限での操作を安心して行ないたいという理由で，単純にデータベースソフトウエアを再配布するのではなく，オペレーティングシステム，データベースソフトウエア，その他（下に書いています）をインストールしたUSBメモリを配布することにしています．（ソフトウエアの全てを授業で使用するわけではありません）．
・商用利用しないでください．

・他の人に無断で譲渡しないでください．

・違法行為（著作権違反のコンテンツのアップロードなど）に使わないでください．

・授業の最終回（来年１月）に返却してください．但し，ある条件下で，貸し出しを延長する場合があります．

◆　ソフト山盛り　◆

デスクトップ環境: GNOME

Web ブラウザ: Chromium Web Browser, Mozilla Firefox

電子メール: Mozilla Thunderbird 3.1

FTP クライアント: FileZilla

オフィスソフト: LibreOffice 3.3.2

マルチメディアプレイヤー: Banshee, VLC

動画エディタ: OpenShot

動画変換: WinFF, Avidemux, HandBrake, Transcoder

Web カメラ: cheese, kamoso

写真・動画ソフトウエア: Shotwell

ペイント: GIMP 2.6.11

色生成: agave

画面キャプチャ: Shutter

Ubuntu Tweaks

GCC 4.4.5, GCC 4.5.2, JDK などのプログラミング言語

PHP 5.3.5

エディタ: vim, emacs, geany

統合開発環境: Aptana Studio 3.0.4 (/usr/local/Aptana Studio 3)

バージョン管理ソフトウエア: svn, git

capistrano

Ruby 処理系: ruby 1.8.7 (Ubuntu の ruby-full)

Ruby 処理系にインストールされたパッケージ： sinatra, pkg-config, rails, rspec, rspec-rails, factory_girl, factory_girl_rails, rails3-generators, capybara, git, facets, rmagick (画像), gruff (グラフ), mecab-ruby, mechanize, progressbar (プログレスバー), fastercsv, voltrb , pg, yaml2csv, json, spreadsheet, RubyInline, ruby-debug

rvm (ruby version manager)

pry

データベースソフトウエア: mongoDB (/usr/local/mongodb-src-r1.8.2)

SQLite 3 command line client (/home/windowslike/SQLite, /home/gnome/SQLite)

sqliteman

SQLite Database Browser

jQuery 1.5 / jQuery-UI 1.8 (/usr/share/javascript), jQuery 1.5.1 / jQuery-UI 1.8.14 / LinQ (/usr/local/share/jquery-1.8.14)

srobbin-jquery-backstretch (/usr/local/share/srobbin-jquery-backstretch-fcb8ee8)

mjl (srobbin-jquery-backstretch) (/usr/local/share/mjl)

OpenCV-2.3.1a

imagej-1.44

VTK

MatlabFns (/usr/local/MatlabFns)　　　　　　　　　　その他，数えきれないくらい多数
アンケート

授業の実施方法についてお尋ねします．ご協力をお願いします　（無記名）
１．ソフトウエアのインストール作業について
　授業では，データベース等のソフトウエアを使います．ソフトウエアは，学生が自分でインストールするのではなく，USBメモリで配布しました．
（当てはまる方にチェック）

　□　自分でインストールしない方がよい．

すぐに実習が開始できるようにUSBメモリなどで配布するのは良い．自分でインストールするのは時間がかかり，手間もかかると予想されるから，
　□　自分でインストールする方がよい．

オペレーティングシステムや，データベースソフトウエア等のインストールと設定を自分で行いたかった．それに時間がかかってもかまわない．それができなかったのが残念である．
２．USB メモリについて
　この授業では，USBメモリを使いました．（他の授業では，USBメモリを使わない授業がふつうかもしれません）．そのことについてお尋ねします．

（１つあるいは複数にチェック）

□　USB メモリがよい．USBメモリを使って，自宅や研究室でも勉強できそうだから．

□ USB メモリがよい．ネットワークにつながないので，安心だから．

□ USB メモリがよい．オペレーティングシステムの設定を，自分好みに変えるのが簡単にできるから．

□ USB メモリが良い．データサイズの制限がゆるくて，１００メガバイトや１ギガバイトのデータを作ることができるから．

□　USBメモリではなく，パソコン教室のパソコンがよい．USBメモリは，紛失しそうで，不安だから．

□　USBメモリではなく，パソコン教室のパソコンがよい．データベースの勉強にはLinux よりもMicrosoft Windows の方が適していると思うから．

□　その他の意見
[                                                                    ]
出席者名簿 1/23

学籍番号         M1/M2      氏名

（裏面に続く）

出席者名簿 1/23

学籍番号         M1/M2      氏名

（裏面に続く）
演習用のソフト





この部分を


ＵＳＢメモリとして配布





仮想ＯＳ





仮想ディスク





仮想マシン





仮想マシンソフトウエア Virutal Box





※ DVD を希望する学生にはDVDを配布するが、DVDには


仮想ディスクがない





Windows





主要アプリケーションのランチャー





ホームディレクトリ、ルートディレクトリ、ごみ箱、ディスクユーティリティ





アプリケーションメニュー





仮想デスクトップ切り替え





言語、スピーカ音量、ネットワーク状態等の設定・確認用のボタン





ホームディレクトリ、ルートディレクトリ、ごみ箱、ディスクユーティリティ





アプリケーションメニュー





ランチャーで Sqliteman


のボタンをクリック（１回）


し、しばらく待つ





ランチャーで leafpad


のボタンをクリック（１回）


し、しばらく待つ





ランチャーで Lxterminalのボタンをクリック（１回）


し、しばらく待つ





ランチャーで Catfishのボタンをクリック（１回）


し、しばらく待つ








